
北
斗
崇
拝
に
関
す
る
南
方
熊
楠
の
手
紙

中
山
太
郎
は
「
学
界
仕
入
　
南
方
熊
楠
」
(
冨
山
房
)
の
中
で
、
南
方
熊
楠
の

「
学
友
及
び
門
人
の
高
足
に
送
っ
た
千
通
に
も
近
い
讃
箇
」
に
つ
い
て
触
れ
,

そ
の
「
書
簡
た
る
や
、
仝
-
常
人
の
想
像
だ
に
も
出
来
ぬ
も
の
で
,
翁
の
多
方
面

に
捗
る
造
詣
と
親
告
と
を
披
推
し
た
も
の
で
あ
っ
て
,
筆
者
が
耳
関
目
堵
し
た

も
の
だ
け
で
も
、
概
ね
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
」
と
し
て
、
左
の
よ
う
な
簡
単
な

分
類
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
。

仏
教
仏
典
に
関
し
て
は

椀
物
学
に
間
し
て
は

神
話
童
話
に
関
し
て
は

民
俗
伝
説
に
関
し
て
は

粘
璃
学
に
関
し
て
は

淡
水
拓
に
関
し
て
は

人
類
学
に
関
し
て
は

特
殊
風
俗
に
関
し
て
は

湘
物
菌
類
に
関
し
て
は

土
宜
法
竜
師
へ

白
井
光
太
郎
氏
へ

高
木
敏
雄
氏
へ

柳
田
四
㍍
先
生
へ

小
畔
四
郎
氏
へ

上
松
茶
氏
へ

t
v
'
」
大
三
;
5
f
t
へ

川
x
二
代
へ

北
島
催
丁
郎
氏
へ

富
　
　
j
　
　
寿
　
　
洋

と
い
う
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
硯
花
発
見
さ
れ
て
い
る
諮
問
は
ほ
ん
の
数
通
の

域
を
出
な
い
が
、
右
の
分
類
項
目
以
外
に

道
教
に
関
し
て
は
　
　
妻
米
債
良
民
へ

の
一
項
を
加
え
た
い
と
い
う
の
が
'
わ
た
し
の
窄
乙
で
あ
る
。

(
1
)

妻
木
置
良
に
つ
い
て
は
へ
先
に
「
死
と
赤
色
に
関
す
る
南
方
熊
楠
の
手
紙
」
を

紹
介
し
た
際
に
へ
そ
の
略
歴
を
付
し
た
の
で
、
こ
こ
に
く
り
返
す
こ
と
は
,
な

る
た
け
避
け
た
い
が
へ
熊
楠
か
ら
柳
田
国
E
R
に
宛
て
た
省
間
の
中
な
ど
に
,
し

ば
し
ば
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
わ
た
し
が
熊
楠
に
つ
い
て
多
く
を

教
え
ら
れ
た
笠
井
済
氏
の
「
南
方
熊
楠
」
　
(
吉
川
弘
文
館
)
に
も
・
r
ま
た
粘
菌

に
よ
っ
て
人
間
生
死
の
1
大
串
の
軒
学
ま
で
思
索
し
て
'
道
教
の
桁
威
で
陸
軍

大
学
教
授
の
妻
大
正
良
に
説
明
し
た
り
し
て
い
る
」
と
そ
の
名
が
見
え
,
同
じ

く
、
そ
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
年
表
の
明
治
四
十
二
年
の
条
に
「
夏
、
陸
軍
大
学

教
授
で
道
教
の
研
究
家
の
妻
未
純
良
来
訪
」
の
一
行
が
あ
る
.
た
だ
し
,
甫
良
没

後
知
友
の
手
に
よ
.
っ
て
出
さ
れ
た
「
追
悼
録
」
付
録
の
略
年
譜
中
に
は
、
直
良
は

璽
只
高
輪
六
輪
大
学
講
師
で
あ
っ
た
記
述
は
あ
る
が
、
陸
軍
大
学
教
瀕
で
あ
っ

110



た
と
い
う
記
録
は
な
い
o
匠
良
師
の
御
令
息
で
、
紀
伊
沿
抜
本
防
寺
十
七
代
住

職
妻
木
端
雄
師
に
'
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
直
接
う
か
が
っ
た
折
に
も
'
そ
の
よ
う

な
事
実
な
し
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
は
、
熊
楠
自
身
の
聞

き
違
い
に
端
を
発
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
.
例
え
ば
'
昭
和
六
年
八
月
廿

(
:
"
)

日
の
岩
田
聖
宛
書
簡
に
は
「
本
と
当
日
在
田
郡
栖
班
の
苗
無
畏
寺
は
明
恕
上

人
の
開
基
で
徳
川
の
末
年
よ
り
明
治
十
四
五
年
迄
住
職
た
り
し
石
田
冷
雲
て

ふ
詩
倍
あ
り
し
、
あ
ん
ま
り
よ
-
飲
む
の
で
割
合
に
早
世
さ
れ
た
れ
共
'
就
て
挟

撃
を
受
し
弟
子
共
が
明
治
大
学
長
た
り
し
木
下
聖
一
郎
博
士
へ
郵
船
会
社
の

楠
本
武
俊
(
香
港
支
店
長
又
ボ
ン
ベ
イ
支
店
長
)
、
其
仙
十
を
以
て
数
ふ
べ
き

知
名
の
士
あ
り
。
そ
の
冷
雲
様
に
陸
軍
大
学
教
授
た
り
し
日
空
の
道
教
研
究

者
妻
木
的
良
師
あ
り
」
　
(
乾
元
社
版
「
南
方
熊
楠
全
讐
8
)
の
ご
と
き
貢

が
あ
り
,
熊
楠
自
身
、
前
良
を
陸
軍
大
学
教
授
と
誤
っ
て
記
憶
し
て
い
た
形
跡

が
あ
る
.
.
あ
る
い
は
,
六
輸
大
学
を
陸
軍
大
学
と
聞
き
誤
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
ち
な
み
に
,
石
川
冷
雲
が
相
原
の
施
無
畏
寺
住
職
で
あ
っ
た
と
い
う
の
も

熊
楠
の
記
憶
の
誤
り
で
、
冷
雲
は
相
原
の
柿
渠
寺
の
作
職
で
あ
っ
た
o
さ
ら
に

直
良
は
冷
雲
の
息
で
は
な
く
へ
冷
雲
の
次
男
憎
鴨
の
長
男
に
あ
た
る
。
し
た
が

っ
て
、
明
治
四
十
五
年
二
月
十
1
口
付
柳
E
E
国
男
宛
む
楠
の
「
前
肢
御
申
し
越

し
の
妾
木
氏
は
、
木
下
友
三
郎
氏
の
詩
の
師
、
故
石
E
冷
小
盲
印
す
大
酒
欽
伯

の
二
男
に
て
」
な
る
記
事
は
、
冷
雲
の
次
男
憎
陽
の
こ
と
を
さ
す
と
解
す
る
の

:o:

は
誤
り
で
,
直
良
の
こ
と
空
一
ロ
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

直
良
宛
の
熊
柚
の
書
冊
は
、
死
と
赤
色
に
関
す
る
長
文
の
手
紙
と
'
そ
の
十

日
後
に
し
た
た
め
ら
れ
た
大
正
二
年
五
月
二
十
五
日
付
の
某
日
の
の
ち
昭
和
四

年
六
月
ま
で
空
白
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
手
紙
を
出
さ
な
か
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
1
殻
に
、
瀧
稿
の
手

壷
の
特
徴
は
,
中
山
太
郎
も
前
崇
H
に
お
い
て
指
抑
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
必

ず
出
目
き
出
し
と
E
.
=
き
終
軒
の
日
時
を
認
め
て
あ
る
」
こ
と
や
言
の
手
紙
文
が

ほ
と
ん
ど
言
の
ま
と
ま
っ
た
論
文
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
存
す

る
が
、
そ
の
ほ
か
、
柳
田
国
男
宛
書
簡
に
見
る
ど
と
く
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
」

次
々
と
同
一
人
に
あ
て
て
書
き
続
け
ら
れ
た
か
と
思
う
と
、
あ
る
時
期
を
境

に
ぷ
っ
つ
り
途
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
が
ま
ま
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の

間
の
手
紙
は
宕
か
れ
な
か
っ
た
と
み
る
ほ
う
が
正
し
い
か
も
知
れ
な
い
。

京
都
市
上
京
区
岡
崎
町
宮
昭
二
二

妻
木
再
良
様紀
州
田
辺
中
尻
敷
町
五
二

南
方
熊
楠
拝

大
正
二
、
五
、
二
五

の
表
出
=
を
も
つ
'
先
の
死
と
赤
色
に
関
す
る
手
紙
の
お
ぎ
な
い
の
た
め
に
む
か

れ
た
実
習
の
内
容
は
'
次
の
通
り
で
あ
る
O

拝
啓
　
前
日
申
上
シ
刑
死
人
二
赤
色
ノ
花
里
ヲ
キ
セ
候
事
ハ
、
義
浄
訳
根
本

説
一
切
有
郡
民
姦
耶
雑
事
巻
二
十
八
大
井
ノ
伝
ニ
'
大
英
王
女
ヲ
賢
-
シ
後
、
将

n

c

a

由

僚
女
孤
容
美
璽
以
妙
荘
飾
引
入
宅
中
。
報
共
編
(
乃
チ
王
女
)
日
.
此
之
少

女
是
王
宮
人
。
我
変
将
来
勿
付
斯
聖
婦
大
工
怠
り
王
孟
ロ
グ
。
王
魁
佃
ヲ
シ

テ
大
桑
ヲ
刑
セ
シ
ム
.
時
二
杭
茶
羅
以
赤
松
花
堅
於
撃
下
。
打
堅
戸
鼓
恋
人
随

逐
。
挙
刀
怖
腿
如
攻
臆
卒
送
向
戸
林
云
々
。
僧
祇
押
十
九
ニ
ハ
刑
死
ノ
モ
ノ
ニ

キ

7
,
1
-
t
-
「
　
　
∴
　
　
∴
・
:
;
　
∵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
∵
'
;

カ
特
種
ノ
花
ノ
名
ト
存
候
。
迦
毘
羅
ハ
其
党
名
ナ
ル
ベ
シ
o
先
ハ
右
印
上
供
。

こ
の
柴
宙
の
表
書
に
よ
っ
て
も
分
る
よ
う
に
、
当
時
へ
直
良
は
京
都
に
あ
っ

て
只
宗
全
臼
の
編
芸
に
主
任
と
し
て
あ
た
っ
て
い
た
。
な
お
椛
良
の
其
の
後
を

illl



「
湯
浅
町
誌
」
よ
り
引
-
と
「
大
正
五
咋
仏
教
大
学
(
-
竜
谷
大
学
)
講
師
光

平
安
中
学
校
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
'
つ
い
で
同
九
年
同
大
学
教
授
と
な
り
、
軍
吉

宗
京
都
大
学
の
講
師
、
京
都
女
子
高
等
専
門
学
校
講
師
を
兼
ね
た
。
昭
和
元
年

本
勝
寺
住
職
と
な
り
へ
同
二
年
竜
谷
大
学
教
授
を
辞
し
て
、
同
四
年
和
歌
山
高

等
商
業
学
校
講
師
を
叫
託
さ
れ
た
が
、
六
年
辞
職
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
よ

っ
て
、
昭
和
四
年
六
月
に
出
さ
れ
た
熊
柄
の
柴
苔
は
有
田
郡
湯
浅
町
が
宛
先
に

な
っ
て
い
る
が
、
文
融
よ
り
判
断
す
る
か
ぎ
り
'
か
な
り
長
い
間
に
わ
た
っ
て

諮
信
の
交
換
は
途
絶
え
て
い
た
も
の
と
孝
与
ら
れ
'
こ
の
間
の
古
間
が
放
逸
し

た
と
み
る
よ
り
、
手
紙
曇
父
す
こ
と
が
な
か
っ
た
と
み
る
ほ
う
が
や
は
り
適
切

で
あ
ろ
う
0
内
容
的
に
は
特
別
注
目
す
べ
き
点
は
認
め
ら
れ
な
い
が
参
考
ま
で

に
、
こ
の
時
の
柴
H
を
以
下
に
引
く
0

在
凹
郡
以
消
町

妻
木
直
艮
桜

川
1
7
‥
t
i
揃
川
~
l
^
中
i
f
i
^
i
二
六

輔
方
燕
捕

昭
和
四
年
六
月
七
日
午
後
二
時

'

・

]

∴

・

'

.

‥

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「

・

・

I

セ
リ
.
囚
テ
早
速
郵
送
中
上
ン
ト
欲
ス
ル
モ
、
貴
下
ハ
今
1
㍍
山
地
二
在
-
ヤ
不

詳
。
J
h
H
地
二
在
ラ
バ
へ
湯
浅
町
ノ
何
ト
イ
フ
町
ノ
何
番
地
-
イ
フ
訴
ヲ
御
知
七

被
下
度
候
。
小
生
ハ
従
来
住
地
ノ
定
カ
ナ
ラ
ヌ
人
二
物
ヲ
送
ッ
タ
事
ナ
シ
。
早

々
以
上
。
こ
の
柴
f
U
の
あ
と
へ
二
年
ば
か
り
た
っ
て
譜
か
れ
た
の
が
,
次
の
よ
う
な
封

筒
の
表
と
表
詔
を
も
つ
、
北
斗
崇
拝
に
関
す
る
手
紙
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
全
文

を
掲
載
し
て
'
お
お
か
た
の
参
考
に
供
し
た
い
o

表
　
本
願
荏
田
郡
以
浅
E
h
中
和
凹
四
五

本
勝
寺

妻
末
恒
良
枝;
?
!
」
!
-
岱
印
川
F
J
S

中
尾
敷
町
三
六
　
柄
方
熊
楠
再
拝

表
　
昭
和
六
年

二
月
二
日
夜
八
時
半

昭
和
六
年
二
月
二
日
夜
八
時
半

妻
木
正
良
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
方
熊
楠
再
拝

拝
啓
共
後
打
絶
工
御
無
沙
汰
二
打
過
印
候
.
拙
方
不
和
変
病
人
ノ
絶
工
問
ナ

ク
、
ソ
レ
ガ
為
メ
色
々
俗
事
ガ
小
生
ノ
肩
二
懸
り
来
り
候
ニ
'
大
二
御
無
沙
汰

到
候
。
前
日
送
り
被
下
候
本
邦
二
道
教
思
想
ガ
入
り
候
事
二
間
ス
ル
文
献
目
録

及
ビ
其
ノ
叙
述
ヲ
l
寸
拝
読
セ
シ
こ
、
北
斗
(
又
北
辰
へ
北
斗
ト
北
辰
ヲ
混
視

セ
シ
郡
ハ
支
部
ニ
モ
ア
-
)
尊
H
s
'
l
関
ス
ル
習
俗
ハ
、
専
ラ
道
教
よ
り
移
り
来

リ
シ
ャ
ウ
ノ
御
意
見
ナ
ル
ニ
ヤ
ト
拝
察
致
候
。
果
シ
テ
然
ラ
バ
コ
レ
ハ
多
少
ノ

考
慮
ヲ
要
ス
。
ト
叩
ス
訳
ハ
、
印
度
ニ
モ
亦
支
那
ト
等
シ
ク
古
来
北
斗
(
又
北

伝
)
　
ヲ
川
'
f
拝
セ
シ
郡
臼
籍
二
明
カ
ナ
-
O
只
今
7
寸
座
右
エ
ア
ル
古
二
就
キ
少

許
抄
記
シ
テ
、
左
二
御
覧
二
人
レ
候
。
コ
レ
ラ
ハ
現
今
ノ
習
俗
ヲ
目
撃
ノ
マ
マ

記
シ
タ
モ
/
ナ
レ
ド
モ
、
前
後
左
右
よ
り
推
ス
こ
、
決
シ
テ
支
那
ノ
風
ヲ
侍
習
セ

シ
者
-
ハ
思
ハ
レ
ズ
候
。
小
生
只
今
多
用
ニ
テ
一
々
証
拠
ヲ
上
ゲ
得
ザ
ル
モ
'

沸
経
(
漢
訳
又
ハ
支
那
仕
立
テ
ノ
)
ニ
モ
北
斗
北
辰
崇
拝
ノ
事
ナ
キ
ニ
非
ズ
.

ソ
ノ
儀
制
等
ヲ
案
ズ
ル
ニ
、
悉
皆
ト
迄
ハ
支
那
在
来
ノ
モ
ノ
ニ
非
ズ
シ
テ
、
印

度
よ
り
ノ
所
侍
二
見
エ
タ
ル
事
ナ
キ
ニ
非
ズ
。

A
.
M
.
T
.
J
a
c
k
s
o
n
　
(
此
人
死
後
'
ソ
ノ
集
ヲ
R
.
E
.
E
n
t
h
o
v
e
n
-
イ
7

t

-

>

　

　

　

　

　

　

　

ゲ

　

う

ツ

ト

　

　

　

　

小

.

)

'

J

-

i

'

l

人
ガ
参
転
出
板
セ
シ
ナ
-
)
ノ
F
o
l
k
-
L
o
r
e
 
N
o
t
e
s
.
v
o
1
.
1
.
G
u
j
a
r
a
t
,

B
o
m
b
a
y
,
1
9
1
4
.
廿
三
討
二
云
ク
、
北
斗
(
サ
ブ
タ
ー
ル
シ
)
　
ノ
輝
ケ
ル
北

112

;
j
ハ
う
ー
∴
′
↓
 
`
バ
~
t
 
T
-
=
、
.
「
・
;
-
.
;
.
 
、
ド
ワ
-
ジ
、
ヰ
シ
ュ
ワ
-
シ
ラ
'

ガ
ウ
ク
マ
、
ジ
ャ
ー
ダ
マ
ダ
ニ
'
ヴ
シ
シ
ュ
ト
ハ
ノ
七
望
(
ソ
レ
　
-
委
陀
ノ



各
部
二
通
ジ
神
ノ
如
キ
玉
名
ア
-
シ
)
ノ
化
現
ト
イ
7
、
或
ハ
イ
7
、
1
m
師

ト
其
7
族
が
知
ラ
ズ
く
大
功
徳
ヲ
施
シ
タ
ノ
デ
、
北
斗
ノ
七
星
ト
ナ
レ
リ

ト
。
シ
ヴ
ラ
ー
ト
-
。
マ
-
ハ
ー
ト
ミ
ヤ
ニ
拠
レ
バ
、
此
獅
師
シ
ヴ
ラ
ー
ト
-

(
黒
月
卜
白
月
ノ
十
三
日
メ
ノ
日
デ
叫
山
川
~
ヲ
崇
ム
ル
日
也
)
日
ニ
'
借
金
不
済

デ
禁
獄
サ
レ
'
獄
中
デ
・
V
l
>
ノ
信
徒
ガ
巧
列
ち
サ
ト
唱
フ
ル
ヲ
キ
キ
、
訳
モ
知

ラ
ズ
:
之
ヲ
マ
ネ
ビ
シ
ニ
、
其
タ
ニ
至
り
放
タ
レ
シ
モ
ナ
ホ
唱
エ
テ
止
マ
ズ
。

此
一
日
彼
レ
ハ
金
ヲ
受
ケ
ズ
。
随
ッ
テ
'
殊
二
断
食
シ
テ
オ
ガ
ン
ダ
ワ
ケ
-
ナ

ル
o
ソ
レ
よ
り
自
分
ト
T
家
ノ
食
ヲ
相
ン
ト
テ
'
ペ
叫
槻
(
シ
グ
ノ
愛
ス
ル

棉
)
　
ノ
後
二
眼
レ
テ
水
ヲ
ノ
-
ニ
ク
ル
鹿
デ
モ
射
テ
取
ン
ト
、
弓
二
矢
ヲ
矧
デ

マ
ツ
内
、
不
党
べ
^
硯
ノ
葉
ヲ
摘
デ
地
下
ス
ト
へ
樹
下
二
立
は
夕
望
川
ハ
暖
相
像

二
落
チ
留
マ
ッ
ク
。
コ
レ
デ
知
ラ
ズ
/
＼
ネ
オ
‖
-
i
-
z
r
v
日
ニ
V
*
葉
ヲ
捧
乍
ラ

7
i
列
ヲ
拝
シ
ク
ワ
ケ
ニ
ナ
ッ
タ
.
(
項
刊
ハ
此
相
葉
ヲ
三
枚
ソ
ノ
像
ニ
カ
ブ
セ

ラ
レ
ル
ヲ
苗
コ
ブ
ナ
-
)
此
ノ
問
ダ
モ
彼
レ
ハ
叫
列
ヲ
唱
エ
テ
止
マ
ズ
o
又
ツ

ヅ
ケ
テ
断
食
セ
-
。
依
テ
過
去
ノ
罪
ヲ
ス
ッ
~
カ
-
免
サ
レ
'
一
族
ト
ト
モ
ニ
天

上
二
登
ル
ヲ
得
卜
O

二
五
頁
二
言
フ
、
諸
鐙
宿
ノ
内
二
北
斗
ハ
尤
モ
琵
シ
バ
崇
拝
サ
ル
ル
モ
ノ
ナ

ル
ベ
シ
。
童
子
1
1
聖
抹
ヲ
結
ブ
時
及
ビ
婚
儀
二
北
斗
ヲ
マ
ツ
ル
.
婚
儀
ニ
ハ
婚

姻
二
立
曾
ヒ
'
又
新
夫
婦
ヲ
守
護
シ
、
吉
祥
ナ
ラ
シ
メ
モ
ラ
フ
為
二
之
ヲ
マ
ツ

ル
。
之
ヲ
マ
ツ
ル
一
法
ハ
地
上
二
北
斗
ヲ
所
ケ
ル
赤
ト
白
ノ
布
片
ヲ
シ
キ
'
小

B

が

S

E

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

n

a

a

a

麦
卜
米
ヲ
其
上
ニ
マ
キ
'
活
牛
脂
(
ギ
-
)
デ
燈
ヲ
点
シ
'
赤
紫
鋼
ト
諸
花
ヲ

バ
ー
^
-
r
フ

サ
サ
グ
.
又
一
法
ハ
木
ノ
就
床
上
二
紫
鋼
デ
赤
点
七
ツ
ヲ
記
シ
'
井
上
二
小
銅
銭

バ

イ

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ン

(
P
i
c
e
)
七
ツ
ト
践
郁
子
七
ツ
ヲ
置
ケ
バ
新
夫
婦
ソ
ノ
銅
銭
ヲ
拝
シ
テ
後
チ
胡

床
ヲ
七
回
シ
、
1
匝
布
二
足
ノ
大
祉
N
l
T
胡
床
二
触
ル
ベ
シ
O
諺
二
云
ウ
'
何

事
ガ
此
夫
婦
二
起
ル
ト
モ
'
七
小
銅
銭
ハ
確
カ
ナ
-
ト
。
(
極
メ
テ
寒
貧
ニ
ハ

玩
n
i
t
a
ほ

ナ
ラ
ヌ
ト
イ
フ
事
ナ
ル
ベ
シ
)
　
第
三
ノ
法
ハ
上
等
米
　
(
K
a
m
o
d
)
ヲ
軍
ア
七

小
堆
ト
ナ
シ
'
新
婦
其
右
足
ヲ
二
ノ
上
ニ
オ
皐
、
ソ
ノ
毎
新
大
一
米
堆
ヅ
ツ

ヲ
ト
リ
去
ル
也
。

e
r
T
八
J
引
X
^
(
列
v
N
竹
。
列
刊
印
度
人
の
第
十
7
月
)
ノ
白
月
ノ
第
五

*

.

蝣

+

-

日
二
北
斗
ヲ
マ
ツ
-
断
食
ス
O
焚
校
ハ
ド
バ
ー
ル
バ
茅
デ
上
述
ノ
七
聖
人
係
ヲ

作
り
、
之
ニ
t
s
.
>
・
>
.
『
〓
一
(
第
七
聖
)
ノ
妻
ア
ル
シ
ド
ハ
チ
-
像
ヲ
加
へ

十
六
皮
相
(
シ
ョ
ダ
シ
ョ
パ
チ
ャ
ー
ル
)
法
ヲ
以
テ
拝
ム
o
カ
タ
テ
祖
先
ノ
冥

コ
コ
ナ
ヅ
ト
ヂ
イ

福
ヲ
得
ル
ト
イ
7
0
又
焚
桓
ハ
毎
年
邦
子
日
(
シ
ュ
ラ
ー
ヴ
ァ
ン
月
ノ
白
月
ノ

カ

節
十
五
日
)
北
斗
ヲ
拝
シ
t
 
m
絡
ヲ
更
エ
ル
。
(
聖
抹
ハ
肩
:
偲
ル
糸
)
　
ヒ
ン

ヅ
人
ノ
水
夫
亦
此
日
北
斗
ヲ
拝
ス
。

・
r
v
叫
バ
=
山
。
笥
橘
モ
テ
先
.
i
.
芋
迫
意
ス
ル
ニ
牝
牡
ノ
少
年
牛
ヲ
婚
合
シ
,

百
八
人
ノ
焚
士
ヲ
l
時
二
響
ス
ル
ヲ
要
ス
。
又
引
力
~
刊
儀
ハ
新
ラ
シ
キ
家
二
移

住
ス
ル
前
又
ハ
当
日
行
フ
。
此
ノ
両
儀
ノ
節
二
物
ヲ
焚
ト
北
斗
二
供
エ
テ
拝
ス

ル
ヲ
要
ス
。

婚
儀
二
同
心
抹
ヲ
結
ビ
了
-
テ
'
ス
グ
サ
マ
夫
婦
ハ
北
辰
(
北
斗
二
非
ズ
'

北
辰
五
捉
中
ノ
第
一
星
ヲ
イ
フ
)
ヲ
眺
ム
ル
ヲ
要
ス
.
爾
後
イ
カ
ナ
ル
盛
衰
ニ

ア
フ
ト
モ
動
力
ザ
ル
事
北
辰
ノ
如
ク
、
寿
長
キ
事
北
辰
の
如
ク
ナ
レ
f
・
祝
フ
心

也
。北
斗
七
星
中
尤
モ
暗
キ
星
(
七
星
中
ニ
ー
ツ
伯
よ
り
暗
キ
モ
ノ
ア
ル
ヲ
イ

フ
。
枢
・
班
・
域
・
権
・
玉
桁
・
間
暢
・
揺
光
、
此
の
内
一
ツ
他
よ
り
光
り
弱

キ
モ
ノ
ア
-
ケ
-
。
其
名
ヲ
忘
レ
申
候
)
見
エ
ナ
ク
ナ
レ
バ
、
其
人
ソ
レ
よ
り

六
月
中
二
死
ス
。
又
人
布
テ
天
河
ヤ
北
斗
ヲ
見
能
ハ
ズ
ナ
レ
バ
、
近
ク
命
終
ル

:̂
ai先

ヅ
ハ
コ
ン
ナ
事
ナ
-
。
梯
経
中
二
モ
似
夕
事
ア
-
シ
ャ
ウ
ニ
思
フ
。
故
二

吾
邦
ノ
北
辰
北
斗
崇
拝
ハ
必
シ
そ
,
,
/
ナ
支
那
道
教
二
去
ク
ニ
非
ズ
。
中
ニ
ハ
悌

典
よ
り
印
度
の
古
俗
ヲ
侍
へ
シ
モ
鬼
へ
シ
ト
存
候
。
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色
々
多
用
且
ツ
郵
便
〆
切
時
刻
迫
ル
故
右
ノ
ミ
申
上
俣
　
敬
具

荏.
(
-
0
「
近
岱
民
俗
」
　
(
第
五
十
八
号
)

(
2
)
「
近
訴
民
俗
」
(
第
五
十
八
号
)
　
に
て
、
こ
の
「
石
田
冷
雲
と
申
す
大
酒

飲
僧
の
二
男
」
の
部
分
を
僧
陽
の
こ
と
を
さ
す
も
の
と
解
し
た
の
は

誤
り
に
つ
き
、
以
上
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

(
和
歌
山
工
業
高
専
)




